
ー主演を務められた緑川さんからのコメントー
　昨年に引き続き、舞鶴市で『引き揚げ』をテーマにした朗読劇を開催さ
せていただきました。今年は戦後 80年という節目であり、前回にも増し
て舞鶴という地で行う意義があったと思っています。お話を伺うに、若い
語り部の皆さんも育ってきているようなので、前回そして今回の朗読劇の
ように、さらに次の世代に語り継いでいっていただけたらと思います。
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山﨑 美佐 さん（左）、福田 佳那 さん（右）
東京から舞鶴を訪れた

　朗読劇で初めて女性の抑留経験という歴
史に触れ、居ても立ってもいられず、引揚記念
館を訪れました。特に白樺の木の皮に記され
た「白樺日誌」を目の当たりにしたとき、朗読
劇のシーンが鮮やかによみがえり、当時の
人々がこの薄い木の皮に、どれだけの思いを
託していたのかと想像し、胸が熱くなりました。
朗読劇で心に響いた物語が、記念館で目にし
た当時の暮らしぶりや遺品と結び付き、残さ
れた品々が時を超えて歴史を語り継いできた
重みを深く感じました。この場所には、私たち
が次世代へと伝えていかなければならない、
風化させてはいけない大切な記憶と教訓が
あると強く思います。

多くの人が集うキービジュアル看板引揚記念公園の展望台

朗読劇の感動を胸に記念館で展示をみる観劇者 多くの人でにぎわう朗読劇会場朗読劇の会場で出迎える学生語り部平和への祈りを込め折り鶴を折る来館者
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